
特
集
・
横
浜
の
盛
り
場
②

商
業
か
ら
み
た
横
浜
の
盛
り
場

小
林
知
一
郎盛

り
場
と
商
業

て
の
「
盛
り
場
」
で
あ
る
」
と
服
部
錘
二
郎
、
杉
村
暢

二
の
両
氏
は
、
そ
の
共
著
「
商
店
街
と
商
業
地
域
」
の

中
で
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
充
足
さ
せ
る

う
え
で
、
も
っ
と
も
関
係
が
深
く
、
か
つ
重
要
で
あ
る

機
能
は
、
商
業
サ
ー
ビ
ス
や
社
交
娯
楽
の
行
為
を
果
す

た
め
の
機
能
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
「
盛
り
場
」
は

一
般
的
に
は
中
心
商
店
街
と
歓
楽
街
と
が
混
然
一
体
と

な
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　
郊
外
等
で
、
住
宅
公
団
や
住
宅
供
給
公
社
、
大
企
業

の
開
発
に
よ
る
大
型
団
地
の
中
心
に
は
、
相
当
大
規
模

な
商
業
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
単

に
日
常
の
生
活
物
資
を
団
地
及
び
周
辺
住
民
に
供
給
す

る
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
他
の
機
能
を
も
た
な
い
場
合
が

多
い
の
で
、
盛
り
場
と
は
い
い
得
な
い
。

一
―
監
り
場
と
商
業

ニ
―
横
浜
の
盛
り
場
の
今
昔

三
―
横
浜
駅
西
口
周
辺
の
盛
り
場
性

四
―
伊
勢
佐
木
町
一
帯
の
盛
り
場
性

五
―
む
す
び
に

　
市
民
や
広
域
住
民
が
、
「
盛
り
場
」
に
魅
力
を
感
じ
、

集
ま
る
の
は
、
買
物
、
社
交
、
レ
ジ
ャ
ー
、
教
養
な
ど

の
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
無
目
的
な

と
き
で
も
其
処
を
散
策
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
情

報
を
得
た
り
、
ま
た
、
精
神
的
な
「
い
こ
い
」
を
得
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
盛
り
場
と
は
、
人
間
が
主
役
を
演
ず
る
場
所
で
あ

り
、
人
間
が
抱
え
る
多
彩
で
数
知
れ
な
い
欲
望
や
行
為

や
習
性
が
渦
巻
く
空
間
で
あ
る
。

　
で
は
、
盛
り
場
の
一
般
的
機
能
と
は
、
ど
ん
な
も
の

か
を
具
体
的
に
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
①
商
業
サ
ー
ビ
ス
機
能

　
買
回
晶
販
売
店
、
デ
パ
ー
ト
、
シ
ョ
。
ピ
ン
グ
ー
セ

　
ン
タ
ー
、
ス
ー
パ
ー
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
、
月
賦
百
貨

８
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「
人
間
が
生
活
し
て
ゆ
く
う
え
で
重
要
な
価
値
あ
る

部
分
と
し
て
考
え
る
空
間
と
時
間
は
、
家
庭
と
職
場
と

い
う
束
縛
さ
れ
た
領
域
だ
け
で
な
く
、
個
人
個
人
が
自

由
で
解
放
的
な
の
び
の
び
と
し
た
行
為
の
も
て
る
時
間

帯
と
場
所
の
所
在
で
あ
る
。

　
家
族
か
ら
、
身
分
か
ら
、
知
人
の
目
か
ら
解
放
さ
れ

個
性
を
生
か
し
買
物
し
、
散
歩
し
、
遊
び
、
デ
イ
ト

し
、
思
考
し
、
学
び
、
討
論
し
行
動
す
る
場
所
、
そ
れ

が
第
三
の
空
間
〔
（
参
考
）
″
第
一
の
空
間
と
は
、
毎
日

の
生
活
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
「
住
居
の
空
間
」
。
第
二

の
空
間
と
は
、
家
庭
生
活
、
個
人
生
活
を
支
え
る
た
め

の
生
産
活
動
の
場
、
つ
ま
り
「
職
場
の
空
間
」
″
〕
と
し

一



　
店
、
レ
ス
と
フ
ン
、
中
華
料
理
店
、
寿
司
や
、
こ
そ
ば

　
や
、
果
実
店
、
嗜
好
食
料
品
店

　
②
社
交
娯
楽
的
機
能

　
ホ
テ
ル
、
会
館
、
料
亭
、
酒
場
、
ク
ラ
ブ
、
バ
ー
、

　
映
画
館
、
劇
場
、
喫
茶
店
、
サ
ウ
ナ
、
ト
ル
コ

　
③
情
報
文
化
的
機
能

　
美
術
館
、
画
廊
、
マ
ス
コ
ミ
団
休
、
公
会
堂
、
各
種

　
学
校
、
広
告
宣
伝
業

　
④
業
務
管
理
機
能

　
銀
行
、
証
券
会
社
、
保
険
会
社
、
地
方
官
庁
、
交
通

　
観
光
業
、
各
種
事
務
所
の
本
支
店

　
⑤
生
活
関
連
的
機
能

　
病
院
、
タ
ク
シ
ー
業
、
理
・
美
容
院
、
冠
婚
葬
祭

　
業
、
開
業
医
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業

　
以
上
の
よ
う
に
、
盛
り
場
を
魅
力
あ
る
も
の
と
し
、

多
く
の
人
々
を
集
め
得
る
た
め
の
機
能
は
、
ま
こ
と
に

多
種
多
様
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
こ
の
中
で
も
、
商
店

街
的
要
素
に
よ
っ
て
な
り
た
つ
商
業
サ
ー
ビ
ス
機
能

と
。
歓
楽
的
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
社
交
娯

楽
機
能
が
活
発
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
盛
り

場
の
殷
賑
度
が
変
っ
て
く
る
こ
と
は
、
多
く
の
盛
り
場

に
よ
っ
’
て
証
明
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

横
浜
の
盛
り
場
の
今
昔

能
を
持
っ
て
、
は
じ
め
て
多
く
の
人
々
を
集
め
得
る
の
　

で
あ
る
が
、
本
市
に
お
け
る
約
三
百
五
十
の
商
店
街
の

う
ち
、
前
項
の
各
種
機
能
を
備
え
た
盛
り
場
は
、
伊
勢

佐
木
町
一
帯
及
び
横
浜
駅
西
口
周
辺
、
元
町
、
野
毛
・

日
の
出
町
地
区
の
四
ヵ
所
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ

り
、
そ
の
傭
は
、
最
寄
性
の
高
い
地
域
的
朧
り
場
と
い

え
よ
う
。

　
ま
た
、
朧
り
場
は
、
時
代
の
流
れ
に
伴
う
都
市
の
発

展
や
施
設
、
大
企
業
の
移
転
な
ど
に
よ
っ
て
、
移
り
変

る
が
、
本
市
の
場
合
も
、
か
つ
て
は
保
土
ヶ
谷
の
天
玉

町
一
帯
の
紡
績
前
通
り
や
伊
勢
佐
木
町
に
匹
敵
す
る
店

舗
数
の
あ
っ
た
鶴
見
の
汐
田
町
、
平
沼
町
の
ド
ッ
ク
に

通
ず
る
平
沼
商
店
街
等
の
殷
賑
を
き
わ
め
た
地
区
が
、

今
日
で
は
全
く
衰
微
し
て
し
ま
っ
て
、
昔
の
面
影
も
な

い
こ
と
は
こ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
横
浜
市
の
古
い
資
料
の
中
か
ら
、
昭
和
七
年
の
市
産

業
課
が
実
施
し
た
商
業
調
査
に
よ
る
と
、
当
時
の
本
市

の
小
売
店
舗
数
は
、
二
〇
、
四
九
六
店
で
あ
り
、
昭
和

五
十
一
年
の
商
業
統
計
調
査
に
よ
る
小
売
店
舗
数
二

七
、
一
一
〇
と
比
較
す
る
と
、
人
口
の
増
加
割
合
に
比

べ
て
、
小
売
店
の
増
加
が
、
そ
れ
ほ
ど
で
な
い
の
が
分

る
。

　
ま
た
、
当
時
の
本
市
の
代
表
的
商
店
街
と
し
て
ぼ
、

伊
勢
佐
木
町
、
馬
車
道
、
弁
天
通
、
元
町
、
汐
田
町
、

紡
績
前
通
の
六
大
商
店
街
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

店
舗
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
盛
り
場
と
は
多
種
多
様
な
機

商
店
街
名
　
小
売
店
舗
数
　
小
売
以
外
店
舗
数
　
合
計

　
伊
勢
佐
木
町
　
三
三
七
　
　
　
九
四
　
　
　
四
三
一

　
馬
車
道
　
　
　
　
七
六
　
　
　
四
二
　
　
　
一
一
八

　
弁
天
通
　
　
　
　
六
二
　
　
　
三
八
　
　
　
一
〇
〇

　
元
町
　
　
　
　
一
一
一
　
　
　
二
二
　
　
　
一
三
三

　
汐
田
町
　
　
　
三
三
一
　
　
　
九
九
　
　
　
五
六
三

　
紡
績
前
通
　
　
一
三
八
　
　
　
三
六
　
　
　
一
七
四

　
こ
れ
に
比
べ
、
四
十
四
年
後
の
昭
和
五
十
一
年
（
通

哉
省
が
、
二
年
毎
に
実
施
し
て
い
た
商
業
統
計
の
う
ち

の
）
神
奈
川
県
の
商
業
統
計
（
昭
和
五
十
一
年
度
）
「
繁

華
街
の
商
業
活
動
」
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
商
店
街
は
、

五
一
ヵ
所
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
神
奈
川
県
企
画
部
統
計
調
査
課
が
、
繁
華
街

に
設
定
す
る
場
合
の
繁
華
街
の
定
義
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
一
〇
〇
店
以
上
の
小
売
店
と
飲
食
店
を

中
心
に
、
他
の
接
客
を
主
と
す
る
事
務
所
が
混
在
連
続

し
て
、
街
区
を
形
成
し
た
小
売
機
能
の
集
積
地
域
の
う

ち
、

　
①
地
域
面
積
一
〇
、
〇
〇
〇
平
方
び
以
上
の
地
域

　
②
商
店
密
集
度
が
、
一
〇
、
〇
〇
〇
平
方
び
当
り
、

　
一
〇
店
舗
以
上
の
地
域

　
③
年
間
商
品
販
売
額
が
、
一
〇
、
〇
〇
〇
平
方
μ
当

　
り
二
億
円
以
上
の
地
域

　
ま
た
、
そ
の
小
売
業
の
う
ち
、
昭
和
四
十
九
年
、
五

十
一
年
調
査
の
一
店
舗
当
り
の
年
間
販
売
額
の
伸
び
串
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表－１　横浜市内繁華街における小売業
　　　の１店当り年間販売額の比較

表－2　横浜市内繁華街における小売業
　　　の3.3㎡当り年間販売額の順位表

及
び
そ
の
順
位
、
並
び
に
、
い
わ
ゆ
る
坪
効
率
と
い
わ

れ
る
三
・
三
平
方
肩
当
り
の
年
間
販
売
額
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

　
二
つ
の
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
横
浜
駅
西
口
周
辺

は
、
一
店
舗
当
り
、
三
・
二
平
方
㍍
当
り
の
年
間
販
売

額
に
お
い
て
も
、
他
地
区
の
追
随
を
許
さ
な
い
ほ
ど
の

圧
倒
的
強
さ
を
誇
っ
て
お
り
、
今
後
も
新
し
い
商
業
施

設
の
増
加
が
数
多
く
計
画
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
す
ま

す
そ
の
強
さ
を
発
揮
し
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
地
下
街
の
三
・
三
平
方
㍍
当
り
の
年
間
販

売
額
は
、
全
国
的
に
も
一
番
の
効
率
を
あ
げ
て
お
り
、

横
浜
駅
周
辺
が
、
単
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
そ
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
、
盛
り
場
と
し
て
繁
栄

し
て
い
る
こ
と
が
分
る
の
で
あ
る
。

　
横
浜
駅
西
口
に
比
較
し
て
、
市
民
の
街
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
た
伊
勢
佐
木
町
が
、
そ
の
顧
客
を
西
口
に
取

ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
寂
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
馬

車
道
の
ミ
ニ
再
開
発
に
よ
る
、
古
く
て
新
し
い
街
へ
の

大
改
造
に
刺
激
を
う
け
て
、
今
回
「
イ
セ
ザ
キ
モ
ー

ル
」
を
完
成
し
た
こ
と
は
、
市
民
に
と
っ
て
も
楽
し
く

嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
か
つ
て
は
本
市
の
名
物
的
存
在
で
あ
っ
た
野

毛
地
区
に
お
け
る
露
店
も
、
諸
般
の
事
情
か
ら
撤
去
さ

れ
、
今
の
野
毛
本
通
り
に
は
、
背
日
の
面
影
が
み
ら
れ

な
い
こ
と
は
ま
こ
と
に
寂
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
野
毛

周
辺
に
は
庶
民
の
い
こ
い
の
場
と
し
て
の
飲
食
街
が
栄
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え
て
い
る
こ
と
は
、
伊
勢
佐
木
町
一
、
二
丁
目
の
背
後

地
と
し
て
広
域
的
な
意
味
で
の
盛
り
場
形
成
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

　
つ
ぎ
に
元
町
は
、
か
つ
て
壁
面
線
後
退
と
欧
米
各
都

市
と
の
姉
妹
提
け
い
に
よ
り
、
全
国
的
に
そ
の
名
を
は

せ
、
今
日
も
多
く
の
人
々
を
集
め
栄
え
て
い
る
が
、
一

般
的
に
い
わ
れ
る
盛
り
場
と
し
て
の
庶
民
の
臭
い
や
、

業
務
管
理
機
能
が
不
足
し
て
お
り
、
一
種
独
特
の
雰
囲

気
を
も
っ
た
盛
り
場
的
街
区
と
い
え
よ
う
。

　
そ
し
て
最
近
の
元
町
は
、
若
い
人
だ
も
の
街
に
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。

　
最
後
に
、
馬
車
道
の
大
き
な
変
身
は
、
か
つ
て
弁
天

通
と
し
て
栄
え
た
地
区
が
、
米
軍
の
長
期
間
に
亘
る
接

収
に
よ
っ
て
、
一
時
は
「
関
内
牧
場
」
と
ま
で
い
わ
れ

る
ほ
ど
衰
微
を
し
た
頃
の
面
影
を
一
新
し
、
格
調
の
高

い
街
造
り
に
む
か
っ
て
前
進
し
て
お
り
、
完
成
の
暁
に

は
横
浜
の
新
し
い
型
の
盛
り
場
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
他
に
も
最
近
急
激
な
発
展
を
し
た
上
大
岡
地
区

並
び
に
戸
塚
駅
西
口
地
区
が
多
く
の
店
舗
な
ら
び
に
飲

食
店
其
の
他
の
機
能
を
も
ち
つ
つ
あ
る
が
、
鶴
見
本
町

通
り
、
鶴
見
銀
座
、
つ
く
の
、
鶴
見
駅
西
口
、
大
口
通

り
、
六
角
橋
、
藤
棚
、
横
浜
橋
、
弘
明
寺
、
杉
田
、
金

沢
文
庫
、
洪
福
寺
松
原
、
瀬
谷
、
二
俣
川
、
中
山
、
綱

島
、
日
吉
等
と
同
じ
く
最
寄
性
が
強
く
地
域
的
な
繁
華

街
と
は
い
え
て
も
、
横
浜
市
に
お
け
る
盛
り
場
と
い
え

る
ま
で
に
は
ま
だ
発
展
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

　
し
か
し
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
天
王
町
紡
績
前
通

り
、
汐
田
町
の
例
に
み
る
よ
う
に
、
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
開
発
さ
れ
て
ゆ
く
市
街
地
改
造
や
交
通
環
境
の
変

化
は
「
今
日
の
盛
り
場
」
を
必
ず
し
も
「
明
日
の
盛
り

場
」
と
し
て
保
証
は
し
て
く
れ
な
い
ば
か
り
か
、
新
し

い
盛
り
場
に
追
い
つ
き
、
追
い
越
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

こ
と
を
歴
史
は
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

横
浜
駅
西
口
周
辺
の
盛
り
場
性

　
　
本
市
を
代
表
す
る
盛
り
場
と
し
て
は
、
ま
ず
、
横
浜

　
駅
西
口
一
帯
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
昭
和
二
十
年
代
ま
で
は
、
砂
利
置
場
と
し
て
、
今
日

　
の
繁
栄
す
る
姿
を
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
横

　
浜
駅
西
口
も
、
国
鉄
、
東
急
、
相
鉄
、
京
浜
各
線
の
タ

　
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
の
有
利
性
は
あ
っ
た
が
、
名
店
街
、

　
横
浜
高
島
屋
の
誘
致
、
駅
ビ
ル
の
建
設
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

　
ド
地
下
街
の
建
設
に
よ
っ
て
、
そ
の
様
相
を
一
変
し
、

　
そ
の
後
、
名
店
街
の
相
鉄
ジ
ョ
イ
ナ
ス
ヘ
の
変
身
に
よ

　
っ
て
、
一
大
商
業
機
能
の
集
積
地
と
な
っ
た
。
そ
し

　
て
、
こ
れ
ら
商
業
機
能
の
集
積
は
当
然
一
般
盛
り
場
が

　
も
つ
、
各
種
の
盛
り
場
機
能
を
進
出
せ
し
め
る
結
果
と

な
り
、
つ
い
に
、
今
日
の
横
浜
一
番
の
盛
り
場
を
形
成

　
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
そ
の
後
、
市
営
地
下
鉄
の
開
通
に
よ
り
、
ま
す
ま
す

　
そ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
性
を
加
え
た
結
果
、
横
浜
駅
東
口
公

社
の
建
設
に
伴
う
横
浜
駅
地
下
街
及
び
東
口
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
、
そ
ご
う
百
貨
店
の
建
設
等
計
画
は
目
白
押

し
に
あ
り
、
今
後
は
、
横
浜
駅
東
西
を
含
め
た
一
帯
と

し
て
の
盛
り
場
に
発
展
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ

ろ
う
。

　
こ
こ
に
、
横
浜
駅
西
口
に
関
す
る
一
三
の
会
社
・
団

体
が
横
浜
商
科
大
学
山
口
辰
男
教
授
を
わ
ず
ら
か
し

て
、
昭
和
三
十
一
年
か
ら
。
毎
年
継
続
し
て
実
施
し
て

い
る
『
横
浜
駅
西
口
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
』
の
第
二

十
二
次
（
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
実
施
）
分
の
中
か

ら
、
横
浜
駅
西
口
に
集
ま
る
人
々
の
動
態
の
一
部
を
抜

華
し
、
本
市
一
番
の
盛
り
場
に
お
け
る
特
性
を
み
て
み

よ
ら
ノ
。

　
な
お
、
紙
面
の
都
合
で
調
査
時
に
お
け
る
各
種
与
件

に
つ
い
て
は
、
省
略
し
て
あ
る
場
合
も
あ
る
の
で
了
承

さ
れ
た
い
。

①
来
街
者
の
性
別
構
成

　
男
性
　
　
四
〇
・
一
％

　
女
性
　
　
五
九
・
九
％

　
ま
た
、
本
調
査
は
、
域
内
の
コ
ー
八
地
点
に
お
い
て

三
、
〇
五
六
サ
ン
プ
ル
を
無
作
為
に
採
取
し
、
そ
の
中

で
完
全
な
も
の
二
、
八
五
七
に
つ
い
て
集
計
し
た
も
の

で
あ
り
、
必
ず
し
も
来
街
者
全
体
の
性
別
構
成
に
な
つ

て
い
な
い
旨
の
注
記
が
あ
る
。

②
来
街
者
の
職
業
構
成

　
学
生
　
　
四
三
・
八
％
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特
別
な
理
由
が
あ
る
　
八
一
・
一
％

そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
五
・
七
％

　
本
調
査
に
対
す
る
回
答
の
う
ち
、
特
別
の
理
由
が
あ

　
る
と
回
答
し
た
者
の
中
に
も
「
何
と
な
し
に
」
と
答

　
え
て
い
る
者
が
二
一
・
三
％
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
特

　
別
の
理
由
が
な
い
」
と
答
え
た
者
と
を
合
計
す
る
と

　
三
四
・
四
％
と
な
り
、
来
街
者
の
約
三
分
の
一
強
が

　
盛
り
場
の
特
性
に
ひ
か
れ
て
来
街
し
て
い
る
と
い
え

　
よ
う
。

　
ま
た
、
本
調
査
は
、
そ
の
来
街
者
の
購
買
行
動
や
、

そ
の
服
装
等
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
る
が
、
男
性
の

約
半
分
は
背
広
を
着
用
し
て
お
り
、
女
性
も
セ
パ
レ
ー

ト
ー
ス
ー
ツ
、
和
服
と
一
応
外
出
着
を
着
用
し
て
い
る

来
街
者
の
多
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

④
西
口
来
街
者
の
居
住
概
況

　
横
浜
市
内
か
ら
　
　
七
一
・
一
％

　
神
奈
川
県
内
か
ら
　
二
〇
・
九
％

　
神
奈
川
県
外
か
ら
　
　
八
・
〇
％

　
し
か
し
な
が
ら
、
伊
勢
佐
木
町
周
辺
に
は
、
県
庁
、

市
役
所
、
裁
判
所
、
文
化
体
育
館
を
は
じ
め
行
政
的
な

機
関
や
企
業
の
主
た
る
事
務
所
の
す
べ
て
が
集
ま
っ
て

い
る
う
え
、
全
国
に
さ
き
が
け
た
歩
行
者
天
国
の
実
施

に
よ
る
有
利
性
に
加
え
、
本
年
春
オ
ー
プ
ソ
し
た
横
浜

ス
タ
ジ
ア
ム
等
条
件
的
に
は
西
口
に
少
し
も
お
と
ら
な

い
も
の
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
馬
車
道
商
店
街
の
再
開
発
、
マ
リ
ナ
ー
ド
の
開
店
に

つ
づ
き
、
よ
う
や
く
一
・
二
丁
目
の
モ
ー
ル
化
も
完
了

し
、
都
心
商
店
街
と
し
て
の
面
目
を
一
新
し
た
こ
と

は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
西
ロ
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
る
計

画
的
造
成
と
は
異
な
り
、
自
然
発
生
的
な
商
店
街
で

は
、
計
画
立
案
の
段
階
か
ら
実
施
ま
で
に
は
、
非
常
に

多
く
の
労
苦
が
伴
う
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
今
回
の
モ

ー
ル
街
完
成
は
ま
こ
と
に
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
と
い

え
よ
う
。

　
盛
り
場
機
能
と
し
て
は
在
来
か
ら
の
都
心
商
店
街
で

あ
り
、
盛
り
場
で
あ
っ
た
だ
け
に
充
分
備
わ
っ
て
い
る

の
で
、
今
後
は
、
個
店
の
魅
力
と
核
店
舗
の
強
力
化
が

課
題
と
い
え
よ
う
。

　
伊
勢
佐
木
町
に
お
い
て
も
、
横
浜
商
科
大
学
山
口
辰

男
教
授
の
指
導
の
も
と
に
実
施
さ
れ
た
「
伊
勢
佐
木
町

商
店
街
診
断
報
告
書
」
が
あ
る
の
で
、
そ
の
第
四
次
分

か
ら
、
横
浜
駅
西
口
調
査
同
様
の
項
目
に
つ
い
て
抜
草

し
、
そ
の
盛
り
場
特
性
を
さ
ぐ
っ
て
み
る
と
、
次
の
と

12
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伊
勢
佐
木
町
は
、
″
ザ
キ
″
の
愛
称
で
呼
ば
れ
、
親

し
ま
れ
て
き
た
本
市
の
中
心
商
店
街
で
あ
る
と
と
も

に
、
歓
楽
的
要
素
を
も
背
後
地
に
多
数
抱
え
た
横
浜
市

内
随
一
の
「
盛
り
場
」
で
あ
っ
た
が
、
横
浜
駅
西
口
の

開
発
が
す
す
み
巨
大
化
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
勢
い
が

沈
下
し
て
き
た
こ
と
は
、
西
口
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て

の
有
利
性
に
対
し
、
伊
勢
佐
木
町
を
と
り
ま
く
す
べ
て

の
交
通
機
関
が
途
中
駅
で
あ
る
こ
と
に
も
そ
の
原
因
の

一
つ
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

会
社
員
　
二
六
・
五
％

主
婦
　
　
一
九
・
二
％

公
務
員
　
　
四
・
一
％

家
事
手
伝
　
一
・
七
％

自
由
業
　
　
一
・
六
％

自
営
業
　
　
一
・
五
％

其
の
他
　
　
一
・
六
％

③
来
街
者
の
世
代
と
性
別

　
テ
イ
ー
ン
エ
イ
ジ
　
二
七
・
〇
％
　
（
男
一
七
・
八
％

　
ャ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
三
三
・
一
％

　
二
〇
才
世
代
　
　
　
三
九
・
九
％
　
(
男
四
七
・
四
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
三
四
・
七
％

　
三
〇
才
世
代
　
　
　
一
五
・
一
％
　
（
男
一
三
・
三
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
一
六
・
二
％

　
四
〇
才
世
代
　
　
　
一
一
・
○
％
　
（
男
一
一
・
四
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
一
〇
・
七
％

　
五
〇
才
世
代
　
　
　
　
四
・
九
％
　
（
男
　
六
・
七
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
　
三
・
六
％

　
六
〇
才
以
上
　
　
　
　
二
・
一
％
　
（
男
　
三
・
〇
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
　
一
・
七

％

⑤
来
街
に
際
し
て
の
特
別
の
理
由

　
特
別
な
理
由
が
な
い
　
一
三
・
一
％

伊
勢
佐
木
町
一
帯
の
盛
り
場
性

四



お
り
で
あ
る
。

①
来
街
者
の
性
別

　
男
性
　
　
　
　
　
四
五
・
八
％

　
女
性
　
。
　
　
五
四
・
二
％

　
な
お
、
本
調
査
も
伊
勢
佐
木
町
一
丁
目
か
ら
七
丁
目

ま
で
の
う
ち
の
四
力
所
に
お
い
て
無
作
為
に
実
施
し
た

調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。

②
来
街
者
の
職
業
構
成

　
学
生
　
　
　
　
三
三
・
九
％

　
会
社
員
　
　
　
二
七
・
九
％

　
主
婦
　
　
　
　
一
七
・
四
％

　
公
務
員
　
　
　
　
五
・
五
％

　
自
由
業
　
　
　
　
五
・
三
％

　
自
営
業
　
　
　
　
四
・
四
％

　
家
事
手
伝
　
　
　
一
・
七
％

　
そ
の
他
　
　
　
　
一
・
九
％

　
無
効
　
　
　
　
　
一
・
八
％

　
西
口
に
比
較
し
て
、
学
生
が
約
一
〇
％
少
な
い
こ
と

は
、
西
口
が
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
た
め
、
多
い
か
ら
で

あ
ろ
う
。

③
来
街
者
の
世
代
別
構
成

　
一
〇
才
世
代
　
二
二
・
六
％

　
二
〇
才
世
代
　
二
九
・
九
％

　
三
〇
才
世
代
　
二
一
・
二
％

　
四
○
才
世
代
　
一
五
・
四
％

　
五
〇
才
世
代
　
　
五
・
七
％

　
六
〇
才
世
代
　
　
四
・
六
％

　
無
効
　
　
　
　
　
〇
・
五
％

　
西
口
に
比
較
し
て
、
一
〇
代
が
約
五
％
、
二
〇
才
代

が
一
〇
％
少
な
く
、
三
〇
才
代
、
四
〇
才
代
が
約
五
％

多
く
な
っ
て
い
る
。

④
来
街
者
の
居
住
地

　
市
内
居
住
者
　
八
四
・
九
％

　
県
下
居
住
者
　
一
一
・
八
％

　
県
外
居
住
者
　
　
三
・
一
％

　
市
内
居
住
者
が
西
口
に
比
較
し
て
多
い
こ
と
は
交
通

機
関
の
関
係
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑤
乗
街
の
動
機

　
別
に
動
機
な
し
　
　
六
・
九
％

　
購
買
性
動
機
　
　
六
六
・
二
％

　
非
購
買
性
動
機
　
三
二
・
六
％

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
非
購
買
性
動
機
は
金
銭
の

消
費
を
意
図
し
な
い
も
の
と
の
説
明
が
た
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
そ
の
中
で
ブ
ラ
ツ
キ
が
一
六
・
四
％
も

あ
り
、
別
に
動
機
な
く
無
目
的
で
来
街
す
る
六
・
九
％

と
合
計
す
る
と
、
二
三
・
二
％
に
も
達
す
る
が
、
西
口

の
三
四
・
四
％
に
比
較
し
、
約
一
〇
％
強
少
く
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
交
通
機
関
の
乗
換
等
に
よ
る
来
街
も
伊

勢
佐
木
町
に
は
な
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
来
街
者
の
う
ち
、
男
性
の
服
装
で
背
広
の
着

用
者
が
、
西
口
に
比
較
し
て
一
〇
％
少
な
く
ぃ
女
性
に

お
い
て
も
庶
民
性
の
高
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、

恋－3　実用衣料表― 4　高級衣料表－５　身辺雑貨
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伊
勢
佐
木
町
が
東
京
に
お
け
る
銀
座
の
如
く
、
そ
の
中

心
的
盛
り
場
で
あ
っ
て
も
、
地
方
都
市
と
し
て
の
気
楽

さ
や
、
特
徴
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
な
お
、
神
奈
川
県
商
工
指
導
セ
ン
タ
ー
が
昭
和
五
十

年
ま
で
実
施
し
て
い
た
「
消
費
購
買
行
動
調
査
書
」
の

五
十
一
年
三
月
発
行
分
に
よ
る
実
用
衣
料
、
高
級
衣

料
、
身
辺
雑
貨
の
購
入
先
調
査
の
う
ち
、
横
浜
駅
西
口

周
辺
及
び
関
内
、
伊
勢
佐
木
町
周
辺
へ
の
各
区
内
居
住

者
の
流
出
分
は
表
１
・
３
か
ら
５
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
く
、
横
浜
駅
西
口
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
的
盛
り

場
性
と
、
伊
勢
佐
木
町
の
都
心
的
盛
り
場
性
に
つ
い
て

両
者
の
来
街
者
に
対
す
る
諸
調
査
の
う
ち
の
一
部
に
よ

っ
て
比
較
し
て
み
た
が
、
読
者
に
若
干
で
も
参
考
に
な

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
、
あ
ま
り
詳
細
な
比
較
検
討
は
、
当
事
者
に
は

関
心
が
あ
っ
て
も
、
部
外
者
に
は
あ
ま
り
興
味
を
ひ
か

な
い
点
も
多
い
の
で
、
簡
略
に
し
た
こ
と
を
附
記
し
て

お
く
。

五

む
す
び
に

本
市
の
盛
り
場
の
う
ち
、
代
表
的
な
横
浜
駅
西
口
及

び
伊
勢
佐
木
町
に
つ
い
て
諸
調
査
や
資
料
を
引
用
し

て
、
ハ
ー
ド
な
面
か
ら
の
考
察
を
し
て
み
た
が
、
街
は

人
間
と
同
じ
く
生
命
を
も
っ
て
、
毎
日
呼
吸
を
し
動
き

続
け
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
歴
史
の
中
で
物
語
っ
て
い

る
。

　
古
い
懐
か
し
い
横
浜
の
中
の
盛
り
場
が
、
古
さ
を
残

し
な
が
ら
新
し
く
生
れ
変
り
、
ま
た
一
方
で
は
、
全
く

新
し
い
盛
り
場
が
出
現
し
て
横
浜
を
さ
ら
に
大
き
く
し

魅
力
あ
る
街
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
、
む

す
び
と
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
経
営
士
〉
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